
船舶事故調査報告書 

 

平成２２年７月８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２１年１１月２７日（金） １０時１５分ごろ 

発生場所 長崎県佐世保市高島 牛
うし

ケ首
がくび

灯台から真方位１０３°６００ｍ付近 

（概位 北緯３３°０９.６０′ 東経１２９°３５.２６′） 

事故調査の経過  平成２１年１１月３０日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。  

 原因関係者から意見聴取を行った。 

 事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等

Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

Ａ 漁船 孝洋
こうよう

丸、４.８トン 

ＮＳ３－５０４００２（漁船登録番号）、個人所有 

１１.９８ｍ(Lr)×２.８４ｍ×０.８８ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、漁船法馬力数９０、平成元年４月２９日 

Ｂ モーターボート 幸
こう

進
しん

丸、５トン未満 

   ２９２－３５３０５長崎、個人所有 

   ７.１１ｍ(Lr）×１.５８ｍ×０.８０ｍ、ＦＲＰ 

   ガソリン機関（船外機）、６６.２０kＷ 

乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ５４歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免 許 登 録 日 昭和５５年１１月１３日 

    免許証交付日 平成１９年４月２０日 

         （平成２５年３月３１日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ６９歳 

   二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免 許 登 録 日 平成９年１２月９日 

    免許証交付日 平成１９年１１月５日 

           （平成２４年１２月８日まで有効） 

死傷者等 軽傷 ２人（船長Ｂ及び同乗者Ｂ） 

損傷 Ａ 船首部小破口、船底擦過傷 

Ｂ 船首部切断 

事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、東進中、Ｂ船は、船長Ｂ及び同乗者Ｂ

が乗船し、佐世保市高島南方沖において錨泊して遊漁中、平成２１年１１月

２７日１０時１５分ごろ、Ａ船の船首とＢ船の右舷船首が衝突し、同乗者Ｂ

が落水した。 

 衝突後、船長ＡはＢ船に移乗し、船長Ｂと共に落水した同乗者Ｂを引き揚

げ、Ｂ船はＡ船により係留地へえい
．．

航された。また、えい
．．

航中、来援したＡ
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船所属漁協の監視船により、船長Ｂと同乗者Ｂが病院へ搬送された。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風速 約１.６m/s、視界 良好 

その他の事項  Ａ船は、レーダーが故障中で、ＧＰＳプロッターと目視で操船していた。

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 Ａ船は、高島南方沖を東進中、高島を左に見て通

過後、左方へ変針することから、主に左舷方を見な

がら航行し、船首方の適切な見張りを行わず、錨泊

して遊漁中のＢ船に向けて航行した可能性があると

考えられる。 

原因  本事故は、高島南方沖において、Ａ船が東進中、Ｂ船が錨泊して遊漁中、

Ａ船が船首方の適切な見張りを行わなかったため、Ｂ船に向けて航行し、両

船が衝突したことにより発生した可能性があると考えられる。 

 Ａ船が船首方の適切な見張りを行わなかったのは、船長Ａが、高島を通過

後、左方へ変針することから、主に左舷方を見ながら航行したことによる可

能性があると考えられる。 

 




